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小山市との友好都市調印・市制施行６０周年記念
　

　日頃より結政会の活動に対し、ご理解とご支援を頂きまして有難うございます。
　

　行事の多い時期を迎え、日々、忙しい毎日を送っております。

例年実施されるイベントに加えて、１０月１日には絹の里 パークゴルフ場

オープン記念式典、１０月２日には小山市・結城市 友好都市盟約書 調印式が

執り行われました。小山市との調印式には、結城市議会議員と執行部三役の

全員が結城紬で参加をしてまいりました。また、１１月９日には 結城市

市制施行 ６０周年記念式典も控えており、例年に比べて大きな行事が

目白押しとなりました。
　

　また、この季節は台風が多い時期でもありますが、例年にも増して大きな台風の襲来が

ありましたし、御嶽山の噴火において多くの方々が犠牲になられるなど、自然の猛威を

まざまざと見せつけられる出来事がありました。お亡くなりになられた方々にご冥福をお祈り

するとともに、被災された方々にお見舞いを申し上げます。そして、あらためて結城の地が、

災害の少ない地域であることを実感する機会でもありました。
　

　政治日程に目を向けてみましても、本年１２月の茨城県議会議員選挙、来年４月の結城市議会

議員選挙、来年 夏の結城市長選挙と、結城市にとって４年に一度の政治日程が集中する

慌ただしい時期に突入します。会派一同、気を引き締めて、これらの日程に全力で取り組む

所存でおります。
　

　さて、今回の定例会では、決算特別委員会が設置され、平成２５年度の結城市一般会計・

特別会計・水道事業会計の決算審査が行われ、すべての会計決算が全会一致で認定されました。

　

① 平成２６年度 一般会計・特別会計 補正予算について

② 平成２５年度 結城市一般会計・特別会計・水道事業会計の決算審査について

③ 結城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例について

④ 結城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例について

⑤ 結城市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

■平成２６年度 結城市一般会計・特別会計の

　　　　　　　　　　　　　　　　補正予算について
　

① 一般会計・６特別会計 総額 4億 9,973万 9,000円の補正予算を可決
　

② 主な内容は以下の通り
　

　・マイナンバー制度 導入支援委託　　　　　　　　　　　　  400.0 万円

　・市役所本庁舎 耐震診断委託　　　　　　　　　　　　　　1,296.0 万円

　・国や県への過年度清算 返還金（※）　　　　　　　　　　8,616.4 万円

　・臨時福祉給付金 給付事業　　　　　　　　　　　　　　　2,561.0 万円

　・後期高齢者医療への繰出　　　　　　　　　　　　　　▲　  49.4 万円

　・病児保育委託料（利用者増に伴う単価変更）　　　　　 　　179.7 万円

　・予防接種委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　400.0 万円

　・妊娠出産包括支援事業委託料　　　　　　　　　　　　  　 458.2 万円

　・空き家対策実態調査委託　　　　　　　　　　　　　　　　 189.0 万円

　・強い農業づくり交付金　　　　　　　　　　　　　　　　 9,275.0 万円

　・かんがい排水整備事業　　　　　　　　　　　　　　 　　　600.0 万円

　・農道整備舗装工事　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　237.6 万円

　・企業誘致奨励金（固定資産税 相当額の還付） 　　　　　 　491.5 万円

　・橋梁修繕工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 390.0 万円　

　・市道補修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,220.0 万円

　・市道改良工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,160.0 万円

　・南部区画整理事業への繰出　　　　　　　　　 　　　　　　524.9 万円

　・公共下水道事業への繰出　　　　　　　　　　　　　　 　1,265.7 万円

　・消防団員 退職報奨金　　　　　　　　　　　　　　　 　　 214.5 万円

　・学校耐震化推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　 　　709.0 万円

　　（結城中・南中・東中の施設耐震化 実施設計委託）

　・【国民健康保険】過年度清算 返還金（※）　　　　　　　7,502.1 万円

　・【後期高齢者医療】過年度過誤納付 還付金（※）　　　 　　86.7 万円

　・【介護保険】給付費準備基金積立　　　　　　　　　　　 2,003.1 万円

　・【介護保険】過年度過誤納付 還付金（※）　　　　　　 　　88.4 万円

　・【介護保険】過年度清算 返還金（※）　　　　　　　　　2,912.6 万円

　・【区画整理】擁壁設置・家屋物件移転補償　　　　　　　　 524.9 万円

　・【公共下水道】施設修繕費　　　　　　　　　　　　　　 1,175.0 万円
　

　※ 年度当初に予定額で市民から徴収したものや国県から交付されたものと、

　　 年度を締めて実績を算出したものに金額の相違が発生したものを返還
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■結城市 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

　　　　　　　　　運営に関する基準を定める条例について
　

・「子ども・子育て支援法」の制定に伴い、市が確認した子ども・子育て支援

　制度の給付対象となる幼稚園・保育所 等の施設や地域型保育給付対象となる

　事業における利用定員や利用者に対する重要事項の説明、運営規定に定める

　内容など運営に関する基準を条例で定めることとなったため本条例を新規に制定。
　

■結城市 家庭的保育事業等の設備及び運営に

　　　　　　　　　　　　関する基準を定める条例について
　

・「児童福祉法」の一部改正に伴い、家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業、

　事業所内保育事業の運営にあたり、設備の最低基準、職員の配置、保育時間、

　保育内容など運営に関する基準を条例で定めることとなったため本条例を

　新規に制定
　

■結城市 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

　　　　　　　　　　　　関する基準を定める条例について
　

・「児童福祉法」の一部改正に伴い、放課後児童健全育成事業（いわゆる学童保育）

　における設備の最低基準、職員の要件、運営規定に定める内容など運営に関する

　基準を条例で定めることとなったため本条例を新規に制定

項目
国の基準(%) 結城市の状況(%)

経営健全化基準 財政再生基準 平成25年度 平成24年度

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

■平成２５年度の決算 及び 財務諸表
　

①各会計の収支は以下のとおり

※１ 各数値は平成２５年度 結城市決算審査意見書より抜粋
　

※２ 水道事業会計の資本的収支においては、排水施設整備、第４次拡張事業、石綿セメント管

　　 更新事業、企業債返還など必要性の高い事業を実施するため歳出が歳入に比べて大きく、

　　 不足額は減債基金、内部留保資金等により補てん
　

②各財務諸表　※【】内は、黒字比率をマイナス表記で表したもの

会　計　区　分 歳　入 歳　出 収　支

一般会計

特

別

会

計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護
保険

介護保険事業

介護サービス事業

公共用地先行取得事業

南部第二土地区画整理

南部第三土地区画整理

南部第四土地区画整理

公共下水道

農業集落排水事業

住宅資金等貸付

水道事業
収益的収支

資本的収支

173億 4965万 1千円

64億  834万 6千円

4億 2394万 9千円

29億 2727万 2千円

1626万 5千円

1366万 1千円

3億 4702万 6千円

1億 5880万 2千円

2億  710万 4千円

15億 3769万 5千円

1億 1551万 1千円

476万 8千円

10億 7253万 2千円

2億 2842万 9千円

159億 6124万 7千円

60億 7013万 5千円

4億 2308万 0千円

28億 7673万 0千円

1300万 3千円

1366万 1千円

3億 4652万 6千円

1億 5663万 5千円

1億 9828万 8千円

15億 2753万 1千円

1億 1551万 0千円

476万 7千円

10億  941万 1千円

5億 3395万 7千円

13億 8840万 4千円

3億 3821万 1千円

86万 9千円

5054万 2千円

326万 2千円

0千円

50万 0千円

216万 7千円

881万 6千円

1016万 4千円

1千円

1千円

6312万 1千円

▲3億  552万 8千円
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あ　と　が　き

　今回も本誌をご覧いただきましてありがとうございました。
　

　本誌でも必要性を主張してきました議会改革の検討をするため、アンケートに

よる意見収集が始まり、開かれた議会への改革、議員同士が協力して市民の

皆さんの声を伝えていくための改革、などなど、少しずつ動き出してきた感が

あります。
　

　任期も残り半年を切ったところではありますが、山積する課題に対して

できることから、着実に、しっかり取り組んでいきたいと考えておりますので

ご意見、ご要望など私どもへお寄せください。
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